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会員の意識と実態調査の報告にあたって 

 

 

東京歯科保険医協会 

会長 坪田 有史 

 

 

 

 

東京歯科保険医協会では、東京都でご開業、あるいは勤務されて 

いる会員の先生方の医院経営、働き方などの現状、ならびに意識を 

把握し、協会の諸活動に反映させるために、5年ごとに「会員の意識

と実態調査」を実施しています。 

前回の調査（2014 年実施）では、度重なる医療制度改革により、 

会員の歯科医療機関の厳しい経営や将来展望などの意識の状況が 

浮き彫りになりました。それら多くの貴重なご意見を頂戴し、その後

の対応や課題が明らかになり、協会活動に繋げてきました。 

さらに今回調査では、前回よりも多くの 1,002 名の会員の先生方 

から回答を頂戴し、先生方の現状が明らかとなりました。そこで、  

会員の先生方を始め、歯科医療関係者、メディア関係者、東京都民、

ならびに全ての国民に参考にして頂きたいと考え、調査結果の特徴点、

ならびに全データを開示します。 

国民のための歯科医療をよりよい方向に向けるため、今後も東京 

歯科保険医協会は活動を続けて行きますので、ご理解とご協力のほど

何卒よろしくお願い申し上げます。 
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2019 年 12 月 

東京歯科保険医協会 

「会員の意識と実態調査」（2019 年実施） 

集計結果の特徴点について 

 
2019 年 7 月上旬から 8 月末にかけ、各会員に対して「会員の意識と実態調査」の調査

票を送付し、1,002 名の方から回答を得た。「回答率」は 17.40％（前回の 2014 年実施時

は 15.97％）であった。 

 
１．会員の診療や経営の実態 

（１）労働時間、経営の状況 

「１週間の実労働時間」について、今回の調査

では、外来診療や在宅診療など各項目に分けて

１週間当たりの労働時間を調査した。外来診療

の労働時間は、41 時間超との回答が約半数であ

った（問 14）。さらに「模型調整･技工､画像読影

など診療とは別枠の患者関連労働」、「保険請求

事務」の合計時間が２時間以上と回答された会

員が 75.2％であった。したがって、外来診療以

外の労働時間を含めると、労働基準法の上限で

ある週 40 時間を超えている会員の数は非常に

多いことが推測された。 

患者数の増減は、前回調査（2014 年）と比較

して「増えている」が 5.8％増となっている（問

20②）が、「昨年と比べた今年６月の収入」では、

「増収した」は 1.8％増に留まり、「変わらない」

が 2.9％増となっている。一方、「１ヶ月のレセ

プト枚数」では、200 枚以上の診療所が調査毎に

増加しており、前回調査の 45.7％から 5.0％増の

50.7％であった。「現在の自費診療収入の金額

（年間）」は「100 万円未満」が最も多く、「0～

300 万円未満」で 41.1％を占めた（問 19）。1,000

万円未満は 68.1％で、前回調査から大きな変化

は認められなかった。「自費診療の収入」は、「変

わらない」が 45.9％で最も多く、「減っている」

が 31.0％、「増えている」が 15.8％と続いた。 

また、「以前と比べた医業経営の状況」の質問

では、前回調査と比べ「苦しくなった」と回答さ

れた方が 53.5％から 39.7％と 13.8％減となり、

「変わらない」と回答された方が 36.9％から

2



49.0％となり 12.1%増であった（問 17）。「楽に

なった」は 6.4％から 8.8％と少数であるが 2.4％

増であった。 

この結果、患者数やレセプト数は増えている

が、収入の増加に繋がっていない。すなわちレセ

プト１枚あたりの点数が減少している状況が窺

える。しかし、医業経営の感覚としては、全体か

ら見ると改善する傾向が示された。これは前回

調査の５年前には、それ以前に比べて「苦しくな

った」と感じていたが、今回の調査時には、現状に慣れてしまって「変わらない」と回答した会員が増

加したと推察された。 

 

（２）歯科衛生士の募集 

「常勤の歯科衛生士」については、雇用して

いないが 37.4%と最も多かった（問 10）。ま

た、「この 1 年で歯科衛生士の求人を行いまし

たか」については、46.0%が「募集をした」と

回答。その結果、「勤務した」51.2%、「反応が

ない」32.3%、「勤務したがすぐ辞めた」15.4%

となった（問 23）。前回と比べ、「反応が無い」

が減少したものの、「勤務したがすぐ辞めた」

が増加しており、採用した歯科衛生士を定着

させることに苦慮している会員が多いと推測

された。 

 

（３）地域医療 

「歯科訪問診療の状況について」は「歯科訪

問診療をしていない」が 68.5％、「1～10 枚未満」が 20.6％であった（問 36①）。前回調査と比較する

と「歯科訪問診療をしていない」が 6.1％減少

したが、2009 年、2004 年と比較するとほぼ横

ばいであった。一方、この 15 年で増加してい

るのは、レセプト枚数が 30 枚以上の診療所で

2004 年において 1.2％であったが、6.6％に増

加している。この結果、歯科訪問診療に重点を

おき特化した診療所がより多く訪問診療を行

っており、訪問診療を行う歯科診療所数自体

は増えていないことが示唆された。なお、歯科

訪問診療を実施していない理由は、「時間がな

い」が 60.1％、「依頼がない」が 42.7％で、前回調査と同程度で大きな変化がなかった。 

「医科の医療機関との連携」については、この 1 年で診療情報連携共有料を算定したことがある医療
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機関が 61.5％であった。医科からの患者紹介については、紹介されたことがある医療機関が 58.5％であ

った。これらの数字で現状の進捗を評価することは困難であるが、医科歯科連携に関して今後も注視す

る必要性があると考える。他方、別の歯科医療機関との連携は、84.5％の医療機関で行われており、病

院歯科への抜歯などの外科処置の依頼や口腔がんなどの難症例と思われる疾患の検査や治療の依頼が

中心となっている。また返書に関しては、歯科からの依頼に対して医科からの返書が「ほとんど返書が

くる」が 74.2％であったが、医科からの返書に対して「ほとんど返書を書かない」が 49.2％であり、「医

科医療機関との連携」を考える上で望ましい結果とは言えず，今後改善する必要があると考える。 

 

（４）患者対応 

「この 1 年間のトラブル」は「あった」が 32.3％であった。2009 年、2014 年は 20％前後であり、患

者トラブルは増加していると言える。トラブルの内容は、診療内容への不満が 73.1％と最も多く、次い

で治療費への不満が 26.2％となっている。それらの結果、「診療内容を説明して解決した」が 70.4％と

最も多かった。また、トラブルの場合よく利用したものとして、「自身で解決した」が最も多くなってい

るが、「協会に相談した」も 2009 年 14.3％、2014 年 18.1％、2019 年 21.0％と年々増加しており、患

者トラブルの増加に伴って協会の活用、ならびに協会への期待も高くなっていることが伺える。 

 

２．会員の活動などに対する意識 

（１）開業医の生きがいと将来 

「歯科医師という仕事への生きがい」では

「感じている」が 61.4％と前回比 5.3%増加

した。しかし、歯科医療の将来の展望は「明

るい」と回答した方が 17.4％であり、「暗い」

が 38.9％、「変わらない」「分からない」が

42.6％を占めた。生きがいを感じている方は

増加したものの、将来への不安はより一層増

加していると推察される。また、「子どもを

歯科医師にしようと思うか」は「思う」が

9.7％と前回比 2.6％増、「思わない」26.1％

と前回比 2.3％減で、「本人の希望次第」は

36.0％となった（問 29）。 

 

（２）診療報酬改定の評価など 

「診療報酬改定の評価」では、「不満である」「大いに不満である」が 77.3％を占め、一方で「大いに

満足している」「満足している」が 10.6％となった。SPT(Ⅰ)の算定では、「全く算定していない」が前

回から 11.6％減り、「多少（患者の 1/3 未満）算定している」が 12.1％増加した。「SPT が何か分からな

い」は 1.5％と前回から 1.1％減少した。したがって、SPT の算定が増加傾向であることが分かった。一

方、「周術期患者の口腔管理や点数の算定について」では、「点数の算定も管理もしたことがない」が

63.4％となり、前回比 21.3％減となった。また、「点数を算定したことはないが管理をしたことがある」

が 15.6％であり、点数の算定に不備があり、保険制度に問題があることが示唆された。 

また、2018 年改定で導入された「口腔機能発達不全症の患者に対する小児口腔機能管理加算」、「外来
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診療における口腔機能低下症の患者に対する口腔機能管理加算」、「訪問診療における口腔機能低下症の

患者に対する歯科疾患在宅療養管理料や在宅患者訪問口腔リハビリテーション指導管理料」については、

いずれも 80％以上が「点数の算定も管理もしたことがない」と回答しており、新規導入された評価が現

状ではほとんど浸透していないと言える。さらに「点数を算定したことはないが、管理をしたことはあ

る」がいずれも 10％前後あり、算定要件に大きな問題がある可能性があり、改善を求める必要が示され

た。 

 診療報酬改善で重視すべき点では、

「材料価格に見合った点数設定」が最も

高く 65.7％、次いで「保険診療だけで経

営が成り立つ点数設定」62.5％、「技術料

の引き上げ」62.4％と、低く抑えられ続

けている歯科医療費自体の引き上げを

求める声が多かった（問 32）。 

「高点数医療機関にならないよう、診

療に制限を加えているか」では、「制限し

ている」41.4％、「制限していない」

48.8％であった。協会は診療に制限しな

いよう指導しているが、未だ制限している会員が少なくなかった。「レセプト請求方法」は手書きが 7.9％

となり、多くの医療機関が電子媒体やオンラインへ移行していた。「消費税」は、「ゼロ税率を適用すべ

き」が 71.7％を占め、前回比 4.9％増であった。 

 

（３）協会活動の評価、入会動機など 

「協会についての感想」は、「大いに頼り

にしている」36.1％、「頼りにしている」

40.3％と調査を重ねるごとに増加していた

（問 44）。「あまり頼りにしていない」3.2％、

「不満がある」0.6％であった。「入会の主た

る動機」では、「情報がほしいから」が 74.2％

と最も多く、次いで「歯科医師の身近な問

題に取り組んでいるから」42.7％であった。

また、「研究会の参加」も 38.4％と、入会動

機の重要なファクターとなっていた。「特に

良かった活動（複数回答）」では、「診療報酬改定への対応」65.8％も最も多く、「施設基準の研究会」

42.9％、「保険請求の電話相談」40.4％、「審査・指導の対策」30.3％、「診療内容向上の研究会」29.3％

と続き、今後の協会活動への示唆が得られた。 

 

（４）協会への要望 

「協会への要望」では、「歯科医療の状況を世間に訴えてほしい」が 52.3％と最も多く、「講習会を充

実させてほしい」41.4％、「歯科医師の身近な問題に取り組んでほしい」40.8％と続いた。 

（５）機関紙活動 
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「機関紙の閲覧」では「よく読んでいる」、「時々読んでいる」を合わせると 89.8％となり、多くの会

員が機関紙を読んでいた。「読んでいる記事」は「歯科医療をめぐる情勢記事」、「1 面トップ」、「保険請

求Ｑ＆Ａ」、「症例研究」が 50％を超えた。一方、協会ホームページの閲覧は「よく見ている」、「時々見

ている」が 24.8％となり、前回比 15.7％増となったが、さらなる内容の充実が望まれる。 

また、デンタルブックについては、「大いに期待している」、「期待している」が合わせて 52.9％であっ

たが、「分からない」が 16.3％であり、より一層周知する必要がある。「期待するコンテンツ」は「保険

請求や返戻の情報提供」が 88.5％、「指導に関する情報提供」が 61.9％であった。 

 

（６）共済活動 

グループ生命保険、保険医年金、休業保障共済保険のいずれかに加入している人は 58.1％であった。

共済制度に加入していない理由としては、いずれの制度とも「他に加入しているものがあるから」が多

かったが、「内容をよく知らないから」が 20％程度あり、より一層の周知と丁寧な説明が求められる。 

 

（７）政党、選挙、署名など 

「政党支持」は「支持政党なし」が 46.3％、「自民党」30.5％、「立民党」6.5％と続いた。また、2019

年参議院選挙は 80.7％が「投票に行く・行った」と回答した。「署名に関する考え」は「積極的に協力

したい」と「協力したい」が約 40％、署名に「取り組むことはよい」、「取り組むことはまあよい」が約

30％と、比較的ポジティブな回答が約 70％であった。他方、署名に「取り組むことはあまりよくない」

から「協力したくない」と比較的ネガティブな回答は約 14％であった。 
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会員の実態と意識調査アンケート 2019 年 

2019 年 7 月吉日 

会員の先生へ 

会員の実態と意識調査 ご協力のお願い 

東京歯科保険医協会 

会長 坪田 有史 

盛夏の候、ますますご健勝並びに診療にご専念のことと拝察いたし

ます。 

さて、当協会では、会員の先生方の医院経営などの現状やそれらに

対する意識を把握し、諸活動に反映させるために、5 年ごとに調査を

実施しています。 

前回の調査（2014 年実施）では、度重なる医療制度改革による会

員の医療機関の厳しい経営や将来展望などの意識の状況が浮き彫りになるとともに、

多くの貴重なご意見が寄せられ、活動の課題も明らかになりました。 

今回の調査によって現在の会員の先生方の実状が明らかとなり、それらの改善のた

めの説得力を増すよう、多くの会員からご協力をお願いしたいと考えております。前

回は千名近い方からご回答を頂きました。今回も多くの方からいただけることを期待

しております。 

つきましては、設問項目が多く大変恐縮ではありますが、下記の要領でご協力のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

敬具 

記 

【記入方法について】 

①無記名です。氏名を記入する必要はありません。 

②問 1 から順にご回答ください。 

③該当する□の中には、印をご記入ください。 

④（  ）欄には適当な言葉や数字をご記入ください。 

⑤○を付ける設問もあります。 

【返送方法について】 

ご記入後、アンケート用紙（本紙）を同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、協会ま

でご返送ください。締切は 8月 31 日（土）をめどとさせていただきます。 

【集計結果について】 

集計結果は機関紙などで公表し、諸活動に反映させます。 

【お問い合わせ】 

東京歯科保険医協会 政策委員会 事務局（河井、藤田） 

住 所 〒169-0075 新宿区高田馬場 1-29-8 いちご高田馬場ビル６F 

連絡先 ℡（03）3205-2999 Fax（03）3209-9918 
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会員の実態と意識調査アンケート 2019 年 

ア ン ケ ー ト 項 目 

1. 基礎的事項 

問 1 先生の性別は 

 男性  □ 女性 

問 2 先生の年齢は 

 20 歳代 

 30 歳代 

 40 歳代 

 50 歳代 

 60 歳代 

 70 歳以上 

問 3 先生の開業歴は 

 勤務医 

 5 年未満 

 5 年～10 年未満 

 10 年～15 年未満 

 15 年～20 年未満 

 20 年～25 年未満 

 25 年～30 年未満 

 30 年～ 

問 4 標榜している診療科のうち該当する

ものは（複数回答可） 

 歯科 

 小児歯科 

 矯正歯科 

 歯科口腔外科 

問 5 先生の主な開業・勤務地は 

 中央地区（千代田・中央・港・文

京・台東各区） 

 城東地区（足立・江東・葛飾・墨

田・江戸川各区） 

 城西地区（新宿・渋谷・中野・杉

並各区） 

 城南地区（品川・目黒・大田・世

田谷各区） 

 城北地区（豊島・北・荒川・板橋・

練馬各区） 

 西多摩（青梅、あきる野、福生、

羽村各市、西多摩郡） 

 南多摩（八王子、町田、日野、多

摩、稲城各市） 

 北多摩（西・南多摩以外） 

 島しょ 

2. 診療所の状況 

問 6 先生の診療所についてお尋ねします 

① 開設者による区分は 

 個人 

 医療法人 

 その他（         ） 

②診療所の所有形態は 

 自己所有（1 戸建てなど） 

 賃貸（テナントなど） 

 その他（         ） 

問 7 就業先での役職は 

 個人の歯科診療所の院長 

 個人の歯科診療所に雇われて

いる勤務医 

 法人の歯科診療所の理事長 

 法人の歯科診療所に雇われて

いる院長 

 法人の歯科診療所に雇われて

いる勤務医 

 病院の歯科で勤務している勤

務医 

問 8 先生は歯科医師会に入会しています

か 

 入会している 

 入会してない 
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問 9 貴院の歯科医師数はご本人も含めて

何人ですか 

①常勤の歯科医師数 

 １人 

 ２人 

 ３人 

 ４人 

 ５人～ 

②非常勤の歯科医師数 

 いない 

 １人 

 ２人 

 ３人 

 ４人 

 ５人～ 

問 10 歯科衛生士は何人いますか 

①常勤の歯科衛生士数 

 いない 

 １人 

 ２人 

 ３人 

 ４人 

 ５人～ 

②非常勤の歯科衛生士数 

 いない 

 １人 

 ２人 

 ３人 

 ４人 

 ５人～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 歯科助手は何人いますか 

①常勤の歯科助手の数 

 いない 

 １人 

 ２人 

 ３人 

 ４人 

 ５人～ 

 

②非常勤の歯科助手の数 

 いない 

 １人 

 ２人 

 ３人 

 ４人 

 ５人～ 

問 12 受付専任のスタッフはいますか 

 いる 

 いない 

問 13 貴院のユニット台数は何台ですか 

 1 台 

 2 台 

 3 台 

 4 台 

 5 台 

 6 台以上 
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問 14 先生ご自身の、この１年での、標準

的な 1週間当たりの労働時間は 

①外来診療 

 0 時間 

 6 時間未満 

 6 時間～11 時間未満 

 11 時間～16 時間未満 

 16 時間～21 時間未満 

 21 時間～26 時間未満 

 26 時間～31 時間未満 

 31 時間～36 時間未満 

 36 時間～41 時間未満 

 41 時間～46 時間未満 

 46 時間～51 時間未満 

 51 時間～56 時間未満 

 56 時間～61 時間未満 

 61 時間～ 

②在宅診療 

 0 時間 

 1 時間未満 

 1 時間～3 時間未満 

 3 時間～6 時間未満 

 6 時間～11 時間未満 

 11 時間～16 時間未満 

 16 時間～21 時間未満 

 21 時間～31 時間未満 

 31 時間～41 時間未満 

 41 時間～51 時間未満 

 51 時間～61 時間未満 

 61 時間～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③模型調整･技工､画像読影など診療とは別枠の患者関連労働 

 0 時間 

 1 時間未満 

 1 時間～2 時間未満 

 2 時間～3 時間未満 

 3 時間～4 時間未満 

 4 時間～5 時間未満 

 5 時間～6 時間未満 

 6 時間～12 時間未満 

 12 時間～18 時間未満 

 18 時間～ 

④患者情報の照会・応需（関係する書類作成も含む） 

 0 時間 

 1 時間未満 

 1 時間～3 時間未満 

 3 時間～6 時間未満 

 6 時間～12 時間未満 

 12 時間～ 

⑤多職種連携会議などの診療とは別枠の労働 

 0 時間 

 1 時間未満 

 1 時間～3 時間未満 

 3 時間～6 時間未満 

 6 時間～12 時間未満 

 12 時間～ 

⑥他院での診療 

 0 時間 

 1 時間未満 

 1 時間～3 時間未満 

 3 時間～6 時間未満 

 6 時間～12 時間未満 

 12 時間～ 

⑦保険請求事務 

 0 時間 

 1 時間未満 

 1 時間～3 時間未満 

 3 時間～6 時間未満 

 6 時間～12 時間未満 

 12 時間～ 
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問 15 診療所の休診日はいつですか。当て

はまるものに○を付けてください 

月（全日 ・ 午前 ・ 午後） 

火（全日 ・ 午前 ・ 午後） 

水（全日 ・ 午前 ・ 午後） 

木（全日 ・ 午前 ・ 午後） 

金（全日 ・ 午前 ・ 午後） 

土（全日 ・ 午前 ・ 午後） 

日（全日 ・ 午前 ・ 午後） 

祝（全日 ・ 午前 ・ 午後） 

3. 経営の状況と対策 

問 16 先生の医療施設の申告形態はどの

ようですか 

 医療法人 

 個人・青色 

 個人・白色 

 その他（         ） 

問 17 貴院のこの１年の医業経営は、以前

と比べてどのようになりましたか 

 苦しくなった 

 変わらない 

 楽になった 

 その他（         ） 

問 18 保険診療の収入の動向についてお

尋ねします 

①１ヶ月のレセプト枚数は 

 50 枚未満 

 50 枚～100 枚未満 

 100 枚～150 枚未満 

 150 枚～200 枚未満 

 200 枚～250 枚未満 

 250 枚～300 枚未満 

 300 枚～350 枚未満 

 350 枚～400 枚未満 

 400 枚～450 枚未満 

 450 枚～500 枚未満 

 500 枚～ 

②１ヶ月の総点数は 

 5 万点未満 

 5 万点～10 万点未満 

 10 万点～15 万点未満 

 15 万点～20 万点未満 

 20 万点～25 万点未満 

 25 万点～30 万点未満 

 30 万点～40 万点未満 

 40 万点～50 万点未満 

 50 万点～ 

③2019 年 6 月は 2018 年 6 月と比べて保険

診療の収入はどうなりましたか 

 減収した 

 増収した 

 変わらない 

 分からない 

【「増収」「減収」とお答えの先生にお尋

ねします】その程度はどれくらいですか 

 5％未満 

 5％～10％未満 

 10％～15％未満 

 15％～20％未満 

 20％以上 

【「減収」とお答えの先生にお尋ねしま

す】その主な原因は何だとお考えですか 

 診療報酬の改定 

 患者の減少 

 景気の影響 

 近隣に同業者が開業 

 その他（         ） 
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問 19 自費診療についてお尋ねします 

①先生の現在の自費診療収入の金額（年

間）はどのくらいですか 

 100 万円未満 

 100 万円～300 万円未満 

 300 万円～400 万円未満 

 400 万円～600 万円未満 

 600 万円～800 万円未満 

 800 万円～1,000 万円未満 

 1,000 万円～1,500 万円未満 

 1,500 万円～2,000 万円未満 

 2,000 万円～2,500 万円未満 

 2,500 万円～3,000 万円未満 

 3,000 万円～4,000 万円未満 

 4,000 万円～5,000 万円未満 

 5,000 万円～ 

②この１年での自費診療の収入は以前と

比べていかがですか 

 増えている 

 変わらない 

 減っている 

 激減している 

③貴院では自費診療の収入は今後どうな

ると思いますか 

 増加していく 

 変わらない 

 減少していく 

 その他（    ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 患者の受診の状況についてお尋ね

します 

①この 1年での 1日当たりの患者数は何人

ほどですか 

 10 人未満 

 10 人～15 人未満 

 15 人～20 人未満 

 20 人～25 人未満 

 25 人～30 人未満 

 30 人～40 人未満 

 40 人～50 人未満 

 50 人～60 人未満 

 60 人～ 

②この１年で患者数は増えていますか 

 増えている 

 変わらない 

 減っている 

問 21 医院の設備についてお尋ねします 

①貴院には以下の医療機器を導入してい

ますか 

 オートクレーブ 

 デジタルＸ線 

 歯科用 CT 

 レーザー 

 口腔外バキューム 

 マイクロスコープ 

 ミリングマシーン 

 光学スキャナー 

②診療室の設備更新は何年前に行いまし

たか 

 行っていない 

 5 年未満 

 5 年～10 年未満 

 10 年～15 年未満 

 15 年～20 年未満 

 20 年～25 年未満 

 25 年以上 
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問 22 医院が届出している施設基準をお

尋ねします（複数回答可） 

 歯科点数表の初診料の注１に

規定する施設基準（歯初診） 

 歯科外来診療環境体制加算

（外来環） 

 在宅療養支援歯科診療所 1 又

は 2（歯援診 1 又は 2） 

 かかりつけ歯科医機能強化型

歯科診療所（か強診） 

 歯科訪問診療料の注13に係る

施設基準（歯訪診） 

（注：一般歯科診療所が歯科訪問診療料 1～3

を算定するために届出が必要な施設基準） 

問 23 この 1 年で歯科衛生士の求人を行

いましたか 

 はい 

 いいえ 

【「はい」とお答えの先生にお尋ねします】

その結果はいかがですか 

 勤務した 

 勤務したがすぐ辞めた 

 応募はあったが断られた 

 反応がない 

問 24 この１年の歯科技工について、歯科

技工は外注していますか 

 すべて外注 

 一部、院内技工 

 多くが院内技工 

【「一部、院内技工」「多くが院内技工」と

お答えの先生にお尋ねします】その理由

は何ですか 

 歯科技工士がいるため 

 先生自身が技工するため 

 その他（    ） 

 

 

 

 

問 25 先生は医院経営について何を参考

にされていますか（複数回答可） 

 先輩や同僚、友人に相談している 

 家人に相談している 

 税理士・会計士に相談している 

 専門書誌や業界新聞などを読

んで独学で研究している 

 協会に尋ねたり、その出版物

を読んで参考にしている 

 法人の上司や同僚・担当に相談している 

 歯科医師会の役員に相談した

り、歯科医師会の資料を参考

にしている 

 経営コンサルタントに相談している 

 相談する人がいない 

 その他（    ） 

問 26 マイナンバー制度についてお尋ね

します 

①マイナンバー制度について、先生はどの

ように考えていますか 

 賛成 

 反対 

 どちらとも言えない 

 分からない 

②歯科診療所で従業員のマイナンバーを

収集していますか 

 収集している 

 収集に努めたが、従業員から

拒否されている 

 収集に関する取り組みができ

ていない 

 分からない 

③マイナンバーが医療などに活用化され

ることについて、どうお考えですか 

 賛成 

 反対 

 活用は仕方がない 

 どちらとも言えない 

 分からない 
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4. 開業医の生きがいと将来 

問 27 先生は歯科医師という仕事に生き

がいを感じていますか 

 感じている 

 感じていない 

 分からない 

生きがいを感じるもしくは感じない理由

は（自由回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 先生は歯科医療の将来をどう展望

していますか 

 明るい 

 変わらない 

 暗い 

 分からない 

問 29 お子様がおられる先生にお尋ねし

ます。お子様を歯科医師にしようと思い

ますか 

 思う 

 思わない 

 本人の希望次第 

 その他（    ） 

5. 診療報酬改定の評価と運動 

問 30 2018 年度の診療報酬改定をどう評

価していますか 

 大いに満足している 

 満足している 

 不満である 

 大いに不満である 

 その他（    ） 

問 31 この１年の点数の算定についてお

尋ねします 

①歯周病安定期治療（Ⅰ）（SPT(Ⅰ)）につ

いて 

 まったく算定していない 

 患者の 1/3 未満には算定して

いる 

 患者の半数以上には算定して

いる 

 SPT（Ⅰ）が何か分からない 

②歯周病安定期治療（Ⅱ）（SPT(Ⅱ)）につ

いて 

 まったく算定していない 

 患者の 1/3 未満には算定して

いる 

 患者の半数以上には算定して

いる 

 SPT（Ⅱ）が何か分からない 

③周術期患者の口腔管理や点数の算定に

ついて 

 点数を算定したことがある 

 点数を算定したことはないが、

管理をしたことはある 

 点数の算定も管理もしたことはない 

④口腔機能発達不全症の患者に対する小

児口腔機能管理加算について 

 点数を算定したことがある 

 点数を算定したことはないが、

管理をしたことはある 

 点数の算定も管理もしたことはない 

④外来診療における、口腔機能低下症の患

者に対する口腔機能管理加算について 

 点数を算定したことがある 

 点数を算定したことはないが、

管理をしたことはある 

 点数の算定も管理もしたことはない 
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⑤訪問診療における、口腔機能低下症の患者に対

する歯科疾患在宅療養管理料や在宅患者訪問

口腔リハビリテーション指導管理料について 

 点数を算定したことがある 

 点数を算定したことはないが、

管理をしたことはある 

 点数の算定も管理もしたことはない 

問 32 これからの診療報酬改善で特に重

視すべきだと思われる点はどれでしょ

うか（複数回答可） 

 保険診療だけで経営が成り立

つ点数設定 

 医科と歯科の格差の是正 

 技術料の引き上げ 

 コ・メディカルの技術と労働

の評価引き上げ 

 複雑な算定要件の是正 

 材料価格に見合った点数設定 

 医療の安全を確保するための

コストの点数設定 

 在宅歯科医療に対する評価の

引き上げ 

 保険外併用療養費制度の拡大 

 「混合診療」の解禁 

 日常診療における保健・予防

の評価の導入 

 特にない 

 その他（    ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 審査、指導 

問 33 集団的個別指導における高点数医

療機関にならないよう、診療に制限を加

えていますか 

 制限している 

 制限していない 

 わからない 

問 34 現在のレセプト請求方法は 

 手書き 

 電子媒体 

 オンライン 

7. 医業税制 

問 35 消費税についてお尋ねします 

①保険診療では消費税が非課税となって

いるため、医療機関が消費税を支払う損

税になっています。消費税のゼロ税率

（材料仕入や諸経費にかかった消費税

が還付される仕組み）をどう思いますか 

 適用すべき 

 適用すべきでない 

 分からない 

②消費税の 10%への引上げについて、どの

ように思いますか 

 引き上げるべき 

 引き上げるべきではない 

 どちらとも言えない 

 引き上げは仕方がない 

 よく分からない 

 その他（         ） 

③租税特別措置法 26 条を利用しています

か 

 はい 

 いいえ 
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8. 在宅医療 

問 36 訪問歯科診療の状況について 

①この１年において、月平均のレセプト枚

数で、何枚ぐらい歯科訪問診療をされて

いますか 

 訪問診療はしていない 

 1 枚～5 枚未満 

 5 枚～10 枚未満 

 10 枚～20 枚未満 

 20 枚～30 枚未満 

 30 枚～50 枚未満 

 50 枚～100 枚未満 

 100 枚～200 枚未満 

 200 枚～300 枚未満 

 300 枚～ 

【「訪問診療はしていない」とお答えの先

生にお尋ねします】その理由はなんです

か（複数回答可） 

 時間がない 

 依頼がない 

 技術的に不安 

 報酬が少ない 

 保険請求が分からない 

 その他 （        ） 

②この１年で請求した保険点数のうち、歯

科訪問診療が占める割合は、だいたいど

れくらいですか 

 0％ 

 1％未満 

 1％～5％未満 

 5％～10％未満 

 10％～20％未満 

 20％～30％未満 

 30％～ 

 

 

 

9. 医療連携 

問 37 この１年での医科との連携につい

て、お尋ねします 

①医科の医療機関に対し､検査結果や投薬の情報提供を依頼

し、診療情報連携共有料を算定したことはありますか 

 ない 

 ある（１回～10 回未満） 

 ある（10 回～30 回未満） 

 ある（30 回～） 

②医科医療機関に情報提供を依頼した際、

医科から返事が届いていますか 

 ほとんど返事がくる 

 ほとんど返事がこない 

 医科へ依頼したことがない 

③情報提供を依頼した医科医療機関から返事がきた

時に、医科医療機関に返事を書いていますか 

 ほとんど返事を書いている 

 ほとんど返事は書かない 

 医科へ依頼したことがない 

問 38 この１年での医科からの紹介につ

いてお尋ねします 

①医科医療機関から、歯科治療が必要な患

者を紹介されたことはありますか 

 ない 

 ある（１回～10 回未満） 

 ある（10 回～30 回未満） 

 ある（30 回～） 

【「ある」とお答えの先生にお尋ねします】

その内容は何ですか（複数回答可） 

 歯科治療（外来診療）の依頼 

 歯科訪問診療の依頼 

 糖尿病患者に対する歯周治療などの依頼 

 骨吸収抑制薬投与にあたって

の歯科治療の依頼 

 周術期等口腔機能管理の依頼 

 睡眠時無呼吸症候群の口腔内装置の製作依頼 

 小児の歯科矯正 

 その他（         ） 
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問 39 この１年での別の歯科との連携に

ついてお尋ねします 

①別の歯科医療機関に対し、歯科治療の依

頼をしたことはありますか 

 ない 

 ある（１回～10 回未満） 

 ある（10 回～30 回未満） 

 ある（30 回～） 

【「ある」とお答えの先生にお尋ねします】

その内容は何ですか（複数回答可） 

 病院歯科に、抜歯などの外科

処置の依頼 

 口腔がんなど難症例と思われ

る疾患の検査や治療の依頼 

 歯内療法の依頼 

 障害のある患者や精神疾患な

どに罹患した患者の治療依頼 

 歯科訪問診療の依頼 

 摂食嚥下障害を有する患者の

検査やリハビリの依頼 

 かかりつけ歯科医機能強化型

歯科診療所に、SPT(Ⅱ)やエナ

メル質初期う蝕管理加算など

の実施依頼 

 在宅療養支援歯科診療所に、

歯科訪問診療や摂食機能療法

などの実施依頼 

 小児の歯科矯正 

 その他（         ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 歯科医師の需給問題 

問 40 歯科医師数は増加していますが、歯

科医師数の制限についてどう思います

か 

 制限すべき 

 制限すべきでない 

 よく分からない 

【「制限すべき」とお答えの先生にお尋ね

します】その方法はどうお考えですか 

 国家試験を厳しくする 

 歯科大学・歯学部の定員削減 

 歯科大学・歯学部の統廃合 

 免許更新制の導入 

 その他（    ） 

11. 研修、患者対応 

問 41 改正医療法で医療安全研修が年 2

回義務づけられていますが、先生は研修

を行っていますか 

 院内で行っている 

 外部の研修会に参加している 

 何もしていない 

 義務化について知らない 

問 42 歯科医師賠償責任保険に加入して

いますか 

 加入している 

 加入していない 
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問 43 この 1 年で患者さんとのトラブル

はありましたか 

 あった 

 なかった 

【「あった」とお答えの先生にお尋ねします】 

①件数はどれくらいですか 

 １件～５件未満 

 ５件～10 件未満 

 10 件～20 件未満 

 20 件～30 件未満 

 30 件～ 

②その内容は主にどういうものが多いで

すか（複数回答可） 

 医療過誤 

 医療事故 

 診療内容への不満 

 治療費への不満 

 その他 

③その結果は、概ねどうなりましたか（複数回答可） 

 診療内容を説明して解決した 

 謝罪して解決した 

 慰謝料・和解金を支払った 

 訴訟となった 

 現在対応中 

 その他（    ） 

④トラブルの場合、よく利用したものがあ

りましたか、お答えください（複数回答可） 

 自身で解決した 

 協会に相談した 

 歯科医師会に相談した 

 医師賠償責任保険を活用した 

 弁護士に依頼した 

 その他（    ） 

12. 協会活動の評価 

問 44 協会は以前より「頼りになる協会」

を目指し活動をしていますが、どのよう

にお感じですか 

 大いに頼りにしている 

 頼りにしている 

 普通 

 あまり頼りにしていない 

 不満がある（    ） 

問 45 先生が協会に入会した主たる動機

は何ですか（複数回答可） 

 歯科医師の身近な問題に取り組んでいるから 

 情報がほしいから 

 研究会の参加 

 身近な先生が入っているから 

 共済制度が良かったから 

 歯科医師会に入らないから 

 会費が安いから 

 勤務先が入っていたから 

 その他（  ） 

問 46 この１年の協会の活動で、特に良か

ったと思われるものは（複数回答可） 

 診療報酬改定への対応 

 医療保障制度の改善運動 

 患者提供文書の発行 

 診療内容向上の研究会（社保・学術など） 

 経営・税務対策の研究会 

 施設基準の研究会 

 医科歯科連携の研究会（睡眠時無呼吸症

症候群、周術期等口腔機能管理など） 

 審査・指導の対策 

 保険請求の電話相談 

 経営・税務・労務の電話相談 

 指導の相談 

 患者トラブルの相談 

 スタッフの講習会 

 機関紙活動 

 メディア懇談会 

 女性会員交流会 

 「保険でよい歯を」の運動 

 他の医療関係団体との協力 

 電子書籍デンタルブックの会員無料利用 

 その他（    ） 
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問 47 協会は、会員が電子書籍デンタルブ

ックのコンテンツを無料で使用できる

ようにしています。期待していますか。 

 大いに期待している 

 期待している 

 普通 

 あまり期待していない 

 分からない 

【｢大いに期待している｣｢期待している｣とお答えの方に

お尋ねします】何に期待していますか(複数回答可) 

 保険請求や返戻の情報提供 

 指導に関する情報提供 

 施設基準習得の E システムの設立 

 研究会の動画配信 

 その他（         ） 

問 48 この１年で協会の活動に参加されたり、協力されたこ

とのあるものがありましたらお答えください（複数回答可） 

 研究会・講習会・若手歯科医

師向け学術ベーシック講座 

 新点数説明会 

 地区懇談会 

 女性会員交流会 

 請願署名 

 待合室キャンペーン（クイズハガキ） 

 歯と健康フォーラム、医科歯科健康まつり 

 電話相談 

 無料個別相談（税務・法律） 

 特にない 

【これからについて要望がありましたら

お答えください（複数回答可） 

 歯科医療の状況を世間に訴えてほしい 

 歯科医師の身近な問題に取り組んでほしい 

 相談しやすい体制を整えてほしい 

 研究会・講習会を充実させてほしい 

 迅速に情報を伝えてほしい 

 会員同士の交流を強めてほしい 

 共済制度を充実させてほしい 

 女性会員の取り組み 

 その他（    ） 

問 49 協会の地域での活動はどのような

ものを期待しますか（複数回答可） 

 小規模な研究活動 

 地域での医療連携の促進 

 住民向け啓発活動 

 会員同士の交流・親睦 

 その他（      ） 

問 50 地域での活動があれば参加したい

と思いますか 

 参加したい 

 参加したくない 

 分からない 

13. 機関紙活動 

問 51 機関紙「東京歯科保険医新聞」につ

いてうかがいます 

①この 1 年で読んだことはありますか 

 よく読んでいる 

 時々読んでいる 

 あまり読まない 

 全く読まない 

②【「よく読んでいる」「時々読んでいる」

とお答えの先生にお尋ねします】先生が

読んでいる記事は（複数回答可） 

 １面トップ 

 歯科医療をめぐる情勢記事 

 解説記事 

 探針 

 教えて会長！！ 

 研究会の紹介記事 

 共済部だより 

 症例研究 

 経税Ｑ＆Ａ 

 保険請求Ｑ＆Ａ 

 神田川界隈 

 研究会の案内 

 インタビュー 

 その他（        ） 
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③機関紙に対する要望がありましたら、お

答えください（複数回答可） 

 診療に役立つ内容を増やしてほしい 

 もっと会員を登場させてほしい 

 解説記事を増やしてほしい 

 文化的な記事を増やしてほしい 

 文字を大きくしてほしい 

 発行回数を増やしてほしい 

 その他（    ） 

問 52 協会のホームページについて 

①この１年で閲覧したことはありますか 

 よく見ている 

 時々見ている 

 あまり見ない 

 見たことがない 

 その他（    ） 

②【「よく見ている」「時々見ている」とお答えの方

にお尋ねします】ホームページの何に興味があり

ましたか（複数回答可） 

 トピックスなど 

 活動の紹介 

 会員向け情報 

 研究会・行事の案内 

 協会カレンダー 

 その他（    ） 

14. 共済活動 

問 53 先生は協会の「グループ生命保険」

に加入していますか 

 加入している 

 加入していない 

【「加入していない」とお答えの先生にお

尋ねします】その理由は（複数回答可） 

 内容を良く知らないから 

 興味がないから 

 他に加入しているものがあるから 

 加入の必要がないから 

 その他（         ） 

問 54 先生は協会の「保険医年金制度」に

加入していますか 

 加入している 

 加入していない 

【「加入していない」とお答えの先生にお

尋ねします】その理由は（複数回答可） 

 内容を良く知らないから 

 興味がないから 

 他に加入しているものがあるから 

 加入の必要がないから 

 その他（         ） 

問 55 先生は協会の「保険医休業保障共済

保険」に加入していますか 

 加入している 

 加入していない 

【「加入していない」とお答えの先生にお

尋ねします】その理由は（複数回答可） 

 内容を良く知らないから 

 興味がないから 

 他に加入しているものがあるから 

 加入の必要がないから 

 その他（         ） 

15. 反核・平和の取り組み 

問 56 協会の反核・平和の活動についてど

うお考えですか 

 大いに賛同する 

 賛同するが運動には加わらない 

 まったく賛同しない 

 分からない 

 その他（    ） 
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16. 政治への参画 

協会は「不偏不党」で活動してきています。 

問 57 協会の政治活動へのかかわり方に

ついて先生はどうお考えですか 

 積極的にかかわっていくべき 

 協会は政治についてかかわるべきではない 

 かかわり方については慎重を期すべき 

 その他（    ） 

問 58 協会は国や行政に対し、患者の負担軽減を

求める署名や消費税のゼロ税率を求める署名を行

っています。署名に関する考えをお聞かせ下さい 

 積極的に協力したい 

 協力したい 

 取り組むことはよい 

 取り組むことはまあまあよい 

 普通 

 取り組むことはあまりよくない 

 取り組むことはよくない 

 どちらとも言えない 

 あまり協力したくない 

 協力はしたくない 

【「取り組むことはあまりよくない」「取り組

むことはよくない」「あまり協力したくな

い」「協力したくない」と回答した方にお聞

きします】その理由は（複数回答可） 

 内容に賛同や同意できないから 

 署名活動などには関わりたくないから 

 個人情報を記入したくないから 

 家族、患者さんに頼みにくいから 

 署名することで不利益を被る

のではないかと不安だから 

 主義に反するから 

 政治色があるから 

 めんどうだから 

 関心がないから 

 やっても意味がないから 

 協会の署名が多すぎるから 

 その他（        ） 

問 59 政党や選挙についてお尋ねします 

①先生の指示する政党があれば教えてく

ださい 

 自由民主党 

 立憲民主党 

 国民民主党 

 日本維新の会 

 公明党 

 日本共産党 

 社会民主党 

 希望の党 

 れいわ新選組 

 その他（    ） 

 支持政党なし 

②2019 年の参議員選挙は投票に行きます

か、または行きましたか 

 はい 

 いいえ 

③【「はい」とお答えの先生にお尋ねしま

す】どの政党に投票しますか、または投

票しましたか 

 連立与党 

 野党 

 投票はしていない 
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 お考えのことがありましたらお書きください。協会へのご意見、ご要望などでもかまいま

せん。  

ご協力ありがとうございました 
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